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論文審査の結果の要旨 

教育の社会学の分野で，20世紀の後半以降，実証的な観点から教育と階層の関連を問う試みが数

多くなされてきた。本論文は，それらの研究において共通の関心となってきた教育達成と出身階層

の関連の持続性及び安定性の問題について，著者独自の視点による実証分析をもとに考察を組み立

てたものである。国内外の膨大な研究を整理し，さまざまな論点を実証分析にかける著者の手際は

見事であり，この問題が著者の唱える「中核的地位志向モデル」をもとに，各国の社会的文脈に見

合う概念構成を用いて検討すべきことを大変説得的に論証している。 

 本論文は，序章と終章を含めて全9章で構成されている。まず，戦後の社会変動や教育機会の拡大

にもかかわらず教育達成の階層差が安定的に維持されてきたこと，したがって何らかの優勢な単一

要因によってはこの問題が説明できないことを確認し（第1章），教育達成過程を<学力形成>の側面

と<進路選択>の側面の2つの作用経路に分けて諸々の社会的制約を検討する必要があることを強調

している（第2章）。つぎに，その観点から日本の教育制度の特徴を踏まえた各種資源の効果分析を

行い，初期の<学力形成>と後期の<進路選択>の2つの側面で出身階層の影響が同等にみられること

（第3章），日本では子どもの教育期待が職業希望とは無関係に形成されること，親子を教育選択の

独立した行為主体とみなす必要があること（第4章）等，従来の説明理論に異議を唱える興味深い知

見を提示している。教育達成過程において著者がとくに注目するのは親の影響力の作用形態であり，

著者はそれを<志向性><地位><資源>の3つの機能において把握し，親の影響力は幼少期からの内面化

による累積的な社会化作用によるのではなく，また家庭の文化資本に象徴される資源環境の差異で

もなく，進路選択時に子が親の意向を汲む（期待の適用）という形で，そのつど直接的に働く面が

強いことを詳細なデータ分析から明らかにしている（第5章，第6章）。さらに，著者はそうした親

の影響力には祖父母やオジ・オバの影響が看取できることから，親自身の教育的地位志向の形成は

核家族にとどまらず，拡大家族の文脈で把握されなければならないと論じている（第7章）。 

本論文の特徴は，抽象度の高い水準で行われがちな教育と階層の関連の問題を，日本の教育制度

の特徴を考慮した上で，そこでの重要なエージェントである親の地位志向に焦点を当て，出身階層

の影響力を行為者の文脈で具体的にとらえたところにある。著者は，それをあくまでも量的なデー

タ分析を通して行い，実証的スタイルの研究を真摯に進めることで対象者のリアリティを描くこと

に成功している。本研究を通して著者が明らかにした諸々の階層化メカニズムは，この分野の研究

発展に大きく貢献するものであり，海外で行われている同様の研究と比較しても先端に位置づけら

れる優れた内容をもっていると評価することができる。 

以上のことから，本論文に示された学識と研究能力の高さに疑いの余地はなく，博士（人間科学）

の学位授与にふさわしいと判断された。 


